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臨時会報告　第１回臨時会（2026年１月22日）

廃　　止；本郷7号線　（現状が道路の形態をなしておらず、通行不能なため）
路線変更；本郷55号線・本郷59号線　（実情に合わせた距離に変更）
路線認定；下東野52号線・六之井77号線・上八幡74号線（民間事業者の宅地造成に伴う新規認定）�

◎町道の路線について

県内初新設
小児慢性特定疾病児の県外入通院にかかる交通費助成
対象者；小児慢性特定疾病の治療が必要な池田町在住の児童とその付き添いの者。
対象となる移動；�自宅から県外の医療機関へ通院する場合の有料道路通行料・鉄道運賃・路線

バス運賃。
助成額；入通院の付き添いにかかった交通費の実費2分の1（助成上限5万円/月まで）

◎令和８年度一般会計補正予算（第１号）

国民健康保険税に子ども子育て支援納付金の課税額、各軽減額等を規定
外国人などの国民健康保険税の前納制度を創設
子ども子育て支援納付金の課税

所得割 税率 0.28%
均等割 １人当 1,400 円
平等割 1世帯当 900円

◎池田町国民健康保険税条例改正　（令和８年４月１日施行）

令和7年度の決算見込みは池田温泉及びプロジェクトチームで圧縮をしたが赤字額は本館が�
約3,800万円、新館は約3,100万円。基金を5,000万円を取り崩して補填する。
基金の残金は1,600万円余りとなる。

◎令和７年度池田町温泉施設特別会計補正予算（第５号）

・議員の期末手当に関する条例改正　　　4.60月分⇒4.65月分
・常勤特別職の給与に関する条例改正　　4.60月分⇒4.65月分
・池田町職員の給与に関する条例改正　　4.60月分⇒4.65月分
・　民間企業における初任給の動向や人材確保のため。

◎議案　条例改正

・令和7年度一般会計補正予算（第８号）
　国の物価高騰対応重点支援地方交付金（推奨事業分）の内示により
　2億4,774円の追加。� � � � � �
　民生費国庫補助金では、物価高対応子育て応援手当支給事業費補助金の交付
　交付見込みで6,706万3,000円の追加。

◎主な補正予算
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◎条例の制定・改正………………………………… 13件
◎町道の路線（廃止・変更・認定）…………………… 3件
◎令和7年度補正予算………………………………… 6件
◎令和8年度当初予算………………………………… 9件
◎令和8年度補正予算………………………………… 1件
◎人権擁護委員推薦………………………………… 1件
◎指定管理者の指定………………………………… 1件
◎議会構成含む案件……………………………… 15件

審議された議案人事案件
◎人権擁護委員

�

　成瀬�雅子（片山南）
新任　任期３年

小寺地区造成事業（商業施設誘致）　5,890万円
・ふれあい街道に隣接する地域に商業施設を誘致するための測量設計等
移住定住奨励金事業（3年以上定住、満40歳以下の方を対象）　1,380万円
・新築・新築建売購入・増築に30万円
・「ゆかり加算20万円」Uターン優遇措置
・「駅近加算10万円」養老鉄道の3駅から半径800ｍ以内の居住条件
業務のマニュアル化やデジタル化（AI活用で職員業務効率化）　1,070万円
・生成AIを活用し行政マニュアルの作成、業務の効率化・マニュアル化等を推進
・人事評価システムを導入（適正な人事評価・人材育成に取り組む）
・職員出勤・退勤管理システムを導入（残業代・有給休暇など適切な時間管理を目指す）�

第１回定例会（2026年３月議会） 3月2日
▼ 

3月13日

一般会計　106億5，000万円
（前年当初比　4.7％増）（福祉・公共事業など幅広い住民サービス）

特別会計　　32億9，300万円
（前年当初比　2.0％増）（国民健康保険・介護保険などの特定事業）

◎令和８年度主要事業

令和８年度予算可決　　５年連続過去最大

事業会計 収益的収入 収益的支出 資本的収入 収益的支出
水　道 3億7,557万円 3億6,274万円 6億2,294万円 7億9,082万円

農業集落排水 2億7,794万円 2億7,794万円 8,941万円 1億4,734万円
公共下水道 5億3,057万円 5億3,057万円 3億3,810万円 4億7,290万円

※万円未満は切り捨て
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一 般 質 問

　
平
成
26
年
に
空
き
家
等
特
別
処

置
法
が
制
定
さ
れ
、
過
去
の
実
態

調
査
で
は
、
空
き
家
が
８
年
で

26
・
8
％
増
加
し
、
雑
草
繁
茂
の

相
談
も
3
・
7
倍
に
増
え
る
な
ど
、

住
環
境
や
防
犯
・
防
災
面
で
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
管

理
不
全
空
き
家
に
認
定
さ
れ
る
と

固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
特
例
が

解
除
さ
れ
、
税
負
担
増
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

①
管
理
不
全
空
き
家
認
定
状
況
。

②
所
有
者
不
明
空
き
家
の
有
無
。

③
管
理
不
全
化
を
防
ぐ
対
策
。

④
判
断
基
準
の
有
無
と
決
定
権
。

⑤�

空
き
家
化
の
予
防
策
に
つ
い

て
。
空
き
地
の
雑
草
対
策
や
法

的
拘
束
の
な
い
中
で
の
取
組
強

化
。
空
き
家
・
空
き
地
に
な
る

前
か
ら
の
予
防
的
な
関
わ
り
に

つ
い
て
問
う
。

企
画
課
長

①�

町
で
は
管
理
不
全
空
き
家
の
判

断
基
準
が
未
整
備
の
た
め
認
定

事
例
は
な
い
が
、
今
後
、
国
の

指
針
に
基
づ
き
基
準
整
備
を
進

め
る
。

②�

２
件
把
握
し
て
お
り
、
財
産
管

理
人
制
度
の
活
用
も
視
野
に
対

応
を
検
討
。

③�

空
き
家
バ
ン
ク
、
改
修
補
助
、

除
却
補
助
、
相
談
会
を
実
施
し

利
活
用
を
促
進
。

④�

未
整
備
で
あ
り
、
今
後
庁
内
検

討
委
員
会
や
協
議
会
で
決
定
し

て
い
く
。

⑤�

空
き
家
相
談
会
を
実
施
し
て
い

る
。
空
き
地
は
苦
情
時
に
現
地

確
認
の
う
え
文
書
指
導
を
行

い
、
地
域
活
動
へ
の
支
援
も
実

施
。
今
後
は
予
防
的
支
援
と
実

効
性
の
あ
る
管
理
体
制
強
化
に

取
り
組
む
。

　
管
理
不
全
空
き
家
の
基
準
整
備

の
時
期
は
、
認
定
後
に
固
定
資
産

税
の
住
宅
用
地
特
例
が
解
除
さ
れ

る
ま
で
の
具
体
的
な
手
順
は
。

企
画
課
長

　
基
準
は
令
和
8
年
度

中
に
整
備
し
運
用
開
始

を
目
指
す
。
固
定
資
産

税
は
管
理
不
全
空
き
家

認
定
後
す
ぐ
課
税
増
と

は
な
ら
ず
、
助
言
・
指

導
後
も
改
善
が
な
い
場

合
に
勧
告
し
、
そ
の
時

点
で
住
宅
用
地
特
例
が

解
除
さ
れ
、
税
負
担
は

最
大
６
倍
（
２
０
０
㎡

超
は
３
倍
）
と
な
る
。

　
空
き
家
対
策
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
活
用
を
提
案
。
適
切
な

改
修
に
よ
り
空
き
家
は
価
値
の
あ

る
住
宅
と
し
て
再
生
可
能
で
あ

り
、
所
有
者
、
利
用
者
双
方
に
負

担
の
軽
減
と
利
点
が
あ
る
。ま
た
、

終
活
支
援
も
兼
ね
た
相
談
窓
口
を

設
け
、
移
住
・
定
住
促
進
と
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
組
を
提
案

す
る
。

生まれ変わる空き家

八田隆士 議員

空き家・空き地管理

◀︎YouTube 録画配信はこちら

～管理不全空き家を生まないために～

空
き
家
の
活
用
と

終
活
支
援

空き家
件　数

H27年 388件
R元年 417件
R５年 492件
8年間で26.8％増

空き家
管理状態

管理不能
空き家

特　定
空き家

管理不全空き家認定で管理不全空き家認定で
固定資産税が6倍に!!固定資産税が6倍に!!

いけだ議会だより　No.200
2026年５月１日発行 4

民
生
文
教
委
員
会

３
月
４
日
開
催

◎
池
田
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

問
新
た
に
18
歳
以
上
か
ら
均

等
割
り
の
加
算
が
さ
れ
る

が
18
歳
の
い
つ
時
点
か
ら

か
。

答
18
歳
に
な
っ
て
以
後
、
年
度

末
の
３
月
31
日
の
翌
日
以

後
か
ら
課
税
に
な
る
。

問
今
回
の
改
正
目
的
は
こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
課
税

な
の
に
、
０
歳
か
ら
全
員

に
課
税
さ
れ
て
い
る
、
均

等
割
は
矛
盾
し
て
い
な
い

か
。

答
３
月
末
に
予
定
の
地
方
税
条

例
公
布
後
に
、
18
歳
未
満

の
均
等
割
減
額
に
つ
い
て

の
改
正
条
文
と
な
る
。

度
末
、
令
和
９
年
３
月
31
日

ま
で
の
使
用
を
お
願
い
し

た
こ
と
に
よ
り
温
泉
利
用

の
促
進
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　（
現
行
価
格
換
算
で
総
額

１
６
２
万
２
，
６
５
０
円

分
が
、
未
回
収
）

問
消
防
団
役
員
の
町
外
出
張

の
旅
費
の
扱
い
は
。

答
日
当
は
支
給
さ
れ
な
い
が
、

旅
費
は
揖
斐
郡
消
防
協
会

か
ら
支
給
さ
れ
る
。

問
池
田
町
移
住
定
住
奨
励
金

制
度
で
池
田
町
に
移
住
定

住
し
た
世
帯
は
。

答
19
世
帯
が
移
住
定
住
を
し
て

く
れ
た
。
岐
阜
市
、大
垣
市
、

瑞
穂
市
か
ら
の
移
住
が
多

か
っ
た
。

総
務
建
設
産
業
委
員
会

3
月
9
日
開
催

◎
池
田
町
温
泉
施
設

問
令
和
７
年
度
池
田
温
泉
の

各
種
回
数
券
の
販
売
枚
数

と
使
用
枚
数
の
実
績
に
つ

い
て
。

答
過
去
11
年
間
の
使
用
枚
数
と

販
売
枚
数
の
差
は
大
人
回

数
券
９
５
７
枚
、 

小
人
回
数

券
２
３
７
枚
、
池
田
町
高

齢
者
割
引
回
数
券
５
０
３

枚
、
障
が
い
者
割
引
回
数

券
７
６
９
枚
、
贈
答
券
で

３
３
４
枚
が
い
ま
だ
未
使

用
の
回
数
券
と
な
っ
て
い

る
。

　令
和
７
年
度
は
、
販
売
枚
数

よ
り
使
用
枚
数
の
ほ
う
が

超
過
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

開
業
よ
り
販
売
し
て
い
た

無
期
限
の
回
数
券
を
来
年

質疑
あれこれ
3月議会に上程された議案の中
から主な質疑を要約してお知
らせします。

◎
令
和
７
年
度
補
正
予
算

問
中
学
校
の
部
活
動
が
地
域

ク
ラ
ブ
に
移
行
し
た
が
、

指
導
者
は
不
足
し
て
い
な

い
か
。

答
指
導
者
が
不
足
し
て
い
る
と

の
認
識
は
な
い
が
、
保
護

者
の
見
守
り
や
、
ク
ラ
ブ

で
使
用
す
る
道
具
等
、
費

用
負
担
が
今
後
の
課
題
と

な
る
。

問
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
マ

イ
ナ
保
険
証
と
の
関
係
で

国
庫
補
助
金
が
増
額
に

な
っ
た
の
は
。

答
資
格
確
認
書
の
暫
定
期
間
の

延
長
に
よ
り
有
効
期
限
が

延
長
さ
れ
再
交
付
す
る
た

め
、
本
年
度
末
ま
で
に
発

送
す
る
郵
便
料
で
あ
る
。

◎
令
和
８
年
度
会
計
予
算

問
さ
く
ら
会
館
解
体
調
査
委

託
事
業
費
が
１
，２
３
７
万

５
千
円
と
高
額
で
あ
る

が
。

答
建
物
の
解
体
設
計
だ
け
で
な

く
、
文
化
保
護
法
手
続
の

調
整
、
し
だ
れ
桜
等
を
保

護
す
る
た
め
の
調
査
設
計
、

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
調

査
、
土
壌
調
査
、
実
施
設

計
図
作
成
な
ど
が
含
ま
れ

た
金
額
で
あ
る
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

３
月
３
日
開
催

◎
選
挙
公
報

問
選
挙
公
報
の
印
刷
に
誤
り

が
あ
っ
た
場
合
、
告
示
に

よ
り
訂
正
す
る
と
は
。

答
印
刷
す
る
過
程
で
掲
載
文
の

一
部
が
消
え
た
り
、
イ
ン

ク
が
広
が
り
一
部
が
読
め

な
い
な
ど
の
印
刷
作
業
側

で
起
き
る
ト
ラ
ブ
ル
を
想

定
し
て
お
り
、
こ
の
場
合
、

時
間
的
余
裕
が
な
い
た
め

告
示
に
よ
り
訂
正
す
る
。

現状の池田温泉新館 2階

霞間ヶ渓さくら会館

回数券等をお持ちのお客様

有効期限の記
●

載
●

の
●

な
●

い
●

回数券等
各種入浴券は

2027年3月31日までに
ご利用くださいませ。
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一 般 質 問

　
平
成
26
年
に
空
き
家
等
特
別
処

置
法
が
制
定
さ
れ
、
過
去
の
実
態

調
査
で
は
、
空
き
家
が
８
年
で

26
・
8
％
増
加
し
、
雑
草
繁
茂
の

相
談
も
3
・
7
倍
に
増
え
る
な
ど
、

住
環
境
や
防
犯
・
防
災
面
で
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
管

理
不
全
空
き
家
に
認
定
さ
れ
る
と

固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
特
例
が

解
除
さ
れ
、
税
負
担
増
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

①
管
理
不
全
空
き
家
認
定
状
況
。

②
所
有
者
不
明
空
き
家
の
有
無
。

③
管
理
不
全
化
を
防
ぐ
対
策
。

④
判
断
基
準
の
有
無
と
決
定
権
。

⑤�

空
き
家
化
の
予
防
策
に
つ
い

て
。
空
き
地
の
雑
草
対
策
や
法

的
拘
束
の
な
い
中
で
の
取
組
強

化
。
空
き
家
・
空
き
地
に
な
る

前
か
ら
の
予
防
的
な
関
わ
り
に

つ
い
て
問
う
。

企
画
課
長

①�

町
で
は
管
理
不
全
空
き
家
の
判

断
基
準
が
未
整
備
の
た
め
認
定

事
例
は
な
い
が
、
今
後
、
国
の

指
針
に
基
づ
き
基
準
整
備
を
進

め
る
。

②�

２
件
把
握
し
て
お
り
、
財
産
管

理
人
制
度
の
活
用
も
視
野
に
対

応
を
検
討
。

③�

空
き
家
バ
ン
ク
、
改
修
補
助
、

除
却
補
助
、
相
談
会
を
実
施
し

利
活
用
を
促
進
。

④�

未
整
備
で
あ
り
、
今
後
庁
内
検

討
委
員
会
や
協
議
会
で
決
定
し

て
い
く
。

⑤�
空
き
家
相
談
会
を
実
施
し
て
い

る
。
空
き
地
は
苦
情
時
に
現
地

確
認
の
う
え
文
書
指
導
を
行

い
、
地
域
活
動
へ
の
支
援
も
実

施
。
今
後
は
予
防
的
支
援
と
実

効
性
の
あ
る
管
理
体
制
強
化
に

取
り
組
む
。

　
管
理
不
全
空
き
家
の
基
準
整
備

の
時
期
は
、
認
定
後
に
固
定
資
産

税
の
住
宅
用
地
特
例
が
解
除
さ
れ

る
ま
で
の
具
体
的
な
手
順
は
。

企
画
課
長

　
基
準
は
令
和
8
年
度

中
に
整
備
し
運
用
開
始

を
目
指
す
。
固
定
資
産

税
は
管
理
不
全
空
き
家

認
定
後
す
ぐ
課
税
増
と

は
な
ら
ず
、
助
言
・
指

導
後
も
改
善
が
な
い
場

合
に
勧
告
し
、
そ
の
時

点
で
住
宅
用
地
特
例
が

解
除
さ
れ
、
税
負
担
は

最
大
６
倍
（
２
０
０
㎡

超
は
３
倍
）
と
な
る
。

　
空
き
家
対
策
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
活
用
を
提
案
。
適
切
な

改
修
に
よ
り
空
き
家
は
価
値
の
あ

る
住
宅
と
し
て
再
生
可
能
で
あ

り
、
所
有
者
、
利
用
者
双
方
に
負

担
の
軽
減
と
利
点
が
あ
る
。ま
た
、

終
活
支
援
も
兼
ね
た
相
談
窓
口
を

設
け
、
移
住
・
定
住
促
進
と
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
組
を
提
案

す
る
。

生まれ変わる空き家

八田隆士 議員

空き家・空き地管理

◀︎YouTube 録画配信はこちら

～管理不全空き家を生まないために～

空
き
家
の
活
用
と

終
活
支
援

空き家
件　数

H27年 388件
R元年 417件
R５年 492件
8年間で26.8％増

空き家
管理状態

管理不能
空き家

特　定
空き家

管理不全空き家認定で管理不全空き家認定で
固定資産税が6倍に!!固定資産税が6倍に!!
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一 般 質 問

　
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
助
成
制
度
を
。
年
齢
を
重

ね
る
こ
と
に
難
聴
者
が
増
え
、

社
会
参
加
が
減
り
認
知
症
を
進

行
さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
県
内
で
の
10
市

町
村
が
助
成
し
て
い
る
。

保
険
年
金
課
長

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
重
要
な
施
策
。
対
象

者
の
見
込
み
、
財
政
負
担
、
申

請
方
法
や
適
切
な
利
用
環
境
な

ど
の
制
度
設
計
を
慎
重
に
進
め

る
。

る
を
得
な
い
。
法
的
要
件
や
事

業
者
の
体
制
が
整
え
ば
改
め
て

検
討
す
る
。

野網義一 議員

子どもの国民健康保険均等割の全廃を

◀︎YouTube 録画配信はこちら

町独自では困難・県に要望する

　
国
民
健
康
保
険
だ
け
が
子
ど

も
の
均
等
割
を
取
っ
て
い
る
が

少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
就
学
前
の

子
ど
も
の
均
等
割
り
を
５
割
軽

減
し
て
い
る
が
、
18
歳
ま
で
対

象
を
拡
大
し
、
５
割
分
だ
け
で
は

な
く
全
額
軽
減（
廃
止
）す
べ
き
。

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
国
保
に

子
育
て
支
援
分
が
加
算
さ
れ
る

が
子
ど
も
の
均
等
割
り
は
全
額

免
除
さ
れ
る
予
定
。

保
険
年
金
課
長

　
主
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
全

国
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

少
数
。
国
保
は
県
単
位
で
財
政

運
営
を
実
施
し
、
県
内
市
町
村

の
保
険
料
の
統
一
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
慎
重
な
対
応

が
必
要
。

　
ま
た
、
独
自
に
減
免
制
度
を

拡
大
し
た
場
合
、
他
の
被
保
険

者
の
負
担
増
額
や
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
の
増
額
と
な
る
。

　
現
在
、
国
で
令
和
９
年
度
導

入
に
向
け
対
象
年
齢
の
18
歳
ま

で
の
拡
大
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
18
歳
世
代
ま
で
均
等
割
を

全
廃
す
る
よ
う
岐
阜
県
に
要
望

し
て
い
く
。

　「
い
け
タ
ク
」
の
利
用
対
象
年

齢
の
引
き
下
げ
、
町
外
利
用
医

療
機
関
の
拡
大
、
同
時
刻
に
同

じ
場
所
へ
行
く
と
き
に
乗
合
を

で
き
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
い
。

企
画
課
長

　
利
用
対
象
者
の
年
齢
を
引
き

下
げ
た
場
合
、
利
用
者
数
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
事
業
費
や
供

給
体
制
へ
の
影
響
が
想
定
さ
れ

る
。
今
後
は
利
用
実
績
や
財
政

負
担
、
事
業
者
の
体
制
を
総
合

的
に
検
証
し
、
段
階
的
な
対
象

年
齢
の
引
き
下
げ
を
検
討
す
る
。

　
４
月
以
降
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
、
郡
医
師
会
と
も
協
議

し
拡
充
の
方
向
で
検
討
す
る
。

　
相
乗
り
は
利
用
者
の
利
便
性

向
上
や
タ
ク
シ
ー
の
効
率
的
な

運
行
、
運
転
手
不
足
に
有
効
な

手
段
と
考
え
る
。
道
路
運
送
法

４
条
許
可
が
必
要
と
な
る
。
事

業
者
間
で
そ
の
許
可
が
混
在
し

て
お
り
現
時
点
で
は
見
送
ら
ざ

「
い
け
タ
ク
」
の
拡
充
を

利
用
年
齢
引
下
・
町
外
医
療
機
関
の
拡
大
は
段
階
的
に

タクシー利用実績
年　度 期　間 登録人数

A
利用人数
B

利用割合
B/A

利用件数
C

金額（円）
D C/B D/C

令和5 10月〜翌3月 748 332 44% 4,957 5,215,900 14.9 1,052
令和6 4月〜翌3月 996 376 38% 13,528 14,259,670 36.0 1,054
令和7 4月〜12月 1,195 475 40% 10,986 11,597,010 23.1 1,056

加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
補
助
を

　
　慎
重
に
進
め
る

主な乗降場所（延べ乗降回数）R7.4 〜 12
乗車地 降車地

自　　宅 6,406 6,440 

医療機関・調剤薬局等 1,645 1,785 

商業・生活関連施設 2,377 1,995 

公共施設 333 455 

鉄道駅等 225 311 

合　　計 10,986 10,986 
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一 般 質 問

　公
共
施
設
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
を
新
た
な
自
主
財
源
確

保
、
ま
た
民
間
と
の
連
携
促
進

の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
。

副
町
長

　
県
内
市
町
村
及
び
県
な
ど
の

先
進
事
例
を
調
査
し
、
メ
リ
ッ

ト
や
課
題
を
整
理
し
、
池
田
町

の
公
共
施
設
に
導
入
可
能
な
モ

デ
ル
案
を
検
討
す
る
。
導
入
初

期
段
階
で
は
、
施
設
内
か
ら
対

象
を
限
定
し
、
試
験
的
に
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
活
用
を
行
う

こ
と
で
、
課
題
や
運
用
方
法
を

実
際
に
確
認
す
る
。
ま
た
、
企

業
選
定
基
準
や
契
約
内
容
、
公

募
手
続
の
透
明
性
を
担
保
す
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
募
集

要
項
の
策
定
が
、
制
度
を
運
営

す
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る

の
で
、
町
民
の
信
頼
を
得
る
仕

組
み
を
構
築
し
ま
す
。
　

　契
約
条
件
を
明
確
に
し
、
期

限
感
を
持
っ
た
調
査
と
制
度
設

計
の
段
階
へ
進
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
す
る
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ（
命
名
権
）

と
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
、
体
育
館
、

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
に
企
業

名
や
商
品
名
の
愛
称
を
付
け
る

権
利
の
こ
と
。

業
で
あ
る
新
規
就
農
者
支
援
事

業
を
活
用
す
る
。

　
住
民
参
加
型
の
景
観
保
全
活

動
に
つ
い
て
は
、資
源
保
全
隊
、

環
境
保
全
隊
等
へ
は
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
、
支

援
し
て
い
る
。

　耕
作
放
棄
地
の
問
題
は
、
単

に
農
業
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず

景
観
、
防
災
、
環
境
、
地
域
経

済
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
で

す
。放
置
期
間
が
長
く
な
れ
ば
、

再
生
に
は
時
間
と
労
力
と
コ

ス
ト
が
増
大
す
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
早
期
の
対
策
を
要
望

す
る
。

　耕
作
放
棄
地
の
活
用
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て

き
た
の
か
。

産
業
課
長

　
農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
年
1
回
実
施
、
所

有
者
に
対
し
て
耕
作
利
用
や
草

刈
り
の
依
頼
、
農
地
中
管
理
機

構
を
活
用
し
て
借
り
手
と
担
い

手
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
７
年
12
月
か
ら
新

た
に
町
単
独
事
業
と
し
て
畦
畔

除
去
支
援
事
業
費
補
助
金
制
度

を
創
設
し
、
効
率
的
に
農
作
業

を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い

る
。

　
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
資
金
面
の
支
援
と
し

て
就
農
準
備
資
金
、
新
た
に
農

業
経
営
を
開
始
す
る
方
へ
は
経

営
開
始
資
金
を
交
付
す
る
事
業

を
実
施
。
ま
た
、
就
農
後
は
経

営
発
展
支
援
事
業
や
、
補
助
事

YouTube 録画配信はこちら▶︎

耕作放棄地（遊休農地や荒廃農地）の保全について
町有施設へのネーミングライツ（施設命名権）導入について

林　孝英 議員

耕
作
放
棄
地
（
遊
休

農
地
や
荒
廃
農
地
）

の
保
全
に
つ
い
て

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

に
つ
い
て

耕作放棄地
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一 般 質 問

　
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
助
成
制
度
を
。
年
齢
を
重

ね
る
こ
と
に
難
聴
者
が
増
え
、

社
会
参
加
が
減
り
認
知
症
を
進

行
さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
県
内
で
の
10
市

町
村
が
助
成
し
て
い
る
。

保
険
年
金
課
長

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
重
要
な
施
策
。
対
象

者
の
見
込
み
、
財
政
負
担
、
申

請
方
法
や
適
切
な
利
用
環
境
な

ど
の
制
度
設
計
を
慎
重
に
進
め

る
。

る
を
得
な
い
。
法
的
要
件
や
事

業
者
の
体
制
が
整
え
ば
改
め
て

検
討
す
る
。

野網義一 議員

子どもの国民健康保険均等割の全廃を

◀︎YouTube 録画配信はこちら

町独自では困難・県に要望する

　
国
民
健
康
保
険
だ
け
が
子
ど

も
の
均
等
割
を
取
っ
て
い
る
が

少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
就
学
前
の

子
ど
も
の
均
等
割
り
を
５
割
軽

減
し
て
い
る
が
、
18
歳
ま
で
対

象
を
拡
大
し
、
５
割
分
だ
け
で
は

な
く
全
額
軽
減（
廃
止
）す
べ
き
。

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
国
保
に

子
育
て
支
援
分
が
加
算
さ
れ
る

が
子
ど
も
の
均
等
割
り
は
全
額

免
除
さ
れ
る
予
定
。

保
険
年
金
課
長

　
主
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
全

国
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

少
数
。
国
保
は
県
単
位
で
財
政

運
営
を
実
施
し
、
県
内
市
町
村

の
保
険
料
の
統
一
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
慎
重
な
対
応

が
必
要
。

　
ま
た
、
独
自
に
減
免
制
度
を

拡
大
し
た
場
合
、
他
の
被
保
険

者
の
負
担
増
額
や
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
の
増
額
と
な
る
。

　
現
在
、
国
で
令
和
９
年
度
導

入
に
向
け
対
象
年
齢
の
18
歳
ま

で
の
拡
大
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
18
歳
世
代
ま
で
均
等
割
を

全
廃
す
る
よ
う
岐
阜
県
に
要
望

し
て
い
く
。

　「
い
け
タ
ク
」
の
利
用
対
象
年

齢
の
引
き
下
げ
、
町
外
利
用
医

療
機
関
の
拡
大
、
同
時
刻
に
同

じ
場
所
へ
行
く
と
き
に
乗
合
を

で
き
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
い
。

企
画
課
長

　
利
用
対
象
者
の
年
齢
を
引
き

下
げ
た
場
合
、
利
用
者
数
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
事
業
費
や
供

給
体
制
へ
の
影
響
が
想
定
さ
れ

る
。
今
後
は
利
用
実
績
や
財
政

負
担
、
事
業
者
の
体
制
を
総
合

的
に
検
証
し
、
段
階
的
な
対
象

年
齢
の
引
き
下
げ
を
検
討
す
る
。

　
４
月
以
降
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
、
郡
医
師
会
と
も
協
議

し
拡
充
の
方
向
で
検
討
す
る
。

　
相
乗
り
は
利
用
者
の
利
便
性

向
上
や
タ
ク
シ
ー
の
効
率
的
な

運
行
、
運
転
手
不
足
に
有
効
な

手
段
と
考
え
る
。
道
路
運
送
法

４
条
許
可
が
必
要
と
な
る
。
事

業
者
間
で
そ
の
許
可
が
混
在
し

て
お
り
現
時
点
で
は
見
送
ら
ざ

「
い
け
タ
ク
」
の
拡
充
を

利
用
年
齢
引
下
・
町
外
医
療
機
関
の
拡
大
は
段
階
的
に

タクシー利用実績
年　度 期　間 登録人数

A
利用人数
B

利用割合
B/A

利用件数
C

金額（円）
D C/B D/C

令和5 10月〜翌3月 748 332 44% 4,957 5,215,900 14.9 1,052
令和6 4月〜翌3月 996 376 38% 13,528 14,259,670 36.0 1,054
令和7 4月〜12月 1,195 475 40% 10,986 11,597,010 23.1 1,056

加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
補
助
を

　
　慎
重
に
進
め
る

主な乗降場所（延べ乗降回数）R7.4 〜 12
乗車地 降車地

自　　宅 6,406 6,440 

医療機関・調剤薬局等 1,645 1,785 

商業・生活関連施設 2,377 1,995 

公共施設 333 455 

鉄道駅等 225 311 

合　　計 10,986 10,986 
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名　　　　称 定数 氏　　　　名 就任年月日

議　　長 1 　重綱秀次 令和 8.4.1 
（２年任期） 

副 議 長 1 　臼井幹夫 〃
監査委員 1 　野網義一 〃

総務建設産業委員会 10
◎河野直人　　○森　政郎　　　野網義一　　　岩谷真海
　臼井幹夫　　　重綱秀次　　　大西照彦　　　内藤孝義
　林　孝英　　　八田隆士

〃

民生文教委員会 10
◎内藤孝義　　○大西照彦　　　野網義一　　　岩谷真海　
　臼井幹夫　　　森　政郎　　　重綱秀次　　　河野直人　
　林　孝英　　　八田隆士

〃

議会運営委員会 5 ◎岩谷真海　　○野網義一　　　大西照彦　　　内藤孝義　
　河野直人 〃

公共施設設備
検討特別委員会 10

◎岩谷真海　　○八田隆士　　　野網義一　　　臼井幹夫　
　森　政郎　　　重綱秀次　　　大西照彦　　　内藤孝義　
　河野直人　　　林　孝英

〃

議会改革特別委員会 10
◎森　政郎　　○林　孝英　　　野網義一　　　岩谷真海　
　臼井幹夫　　　重綱秀次　　　大西照彦　　　内藤孝義　
　河野直人　　　八田隆士

〃

議会広報編集委員会 4 ◎大西照彦　　○臼井幹夫　　　林　孝英　　　八田隆士 〃

池田町計画審議会委員 5 　岩谷真海　　　臼井幹夫　　　重綱秀次　　　森　政郎
　河野直人 〃

消防委員会委員 6 ◎八田隆士　　　森　政郎　　　大西照彦　　　内藤孝義　
　河野直人　　　林　孝英 〃

国保運営協議会委員 6 ◎林　孝英　　○重綱秀次　　　野網義一　　　大西照彦　
　内藤孝義　　　八田隆士 〃

池田町農業振興地域
整備計画協議会委員 5 　岩谷真海　　　臼井幹夫　　　重綱秀次　　　河野直人　

　林　孝英 〃

養基小学校養基保育所組
合議会議員 2 　内藤孝義　　　大西照彦 〃

揖斐広域連合議会議員 4 　岩谷真海　　　臼井幹夫　　　重綱秀次　　　河野直人 〃
西美濃さくら苑介護老人
保健施設事務組合議会議員 2 　重綱秀次　　　内藤孝義 〃

道の駅池田温泉出店
テナント審査会委員 6 ◎野網義一　　○岩谷真海　　　臼井幹夫　　　森　政郎　

　林　孝英　　　八田隆士 〃

注…2年任期（令和 8年 4月 1日〜令和 10年 3月 31日まで）

池田町議会常任委員会等名簿　◎委員長　○副委員長

　第１回定例会におきまして、議長に就任させていただきま
した、第50代議長の重綱秀次でございます。
　今まで以上に重責を意識し、議会運営に努めてまいります。
　安全で住みやすい町づくりを進めていくとともに、活力と
魅力のある池田町にしていきたいと思います。町民の皆様の
ご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げ、就任の挨拶とさ
せていただきます。

議長就任の挨拶議長就任の挨拶
重綱秀次 議長

臼井幹夫 副議長

野網義一 監査委員

いけだ議会だより　No.200
2026年５月１日発行 8

一 般 質 問

森　政郎 議員

度
目
の
町
民
栄
誉
賞
を
決
定
。
町

全
体
に
感
動
と
一
体
感
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持

ち
を
示
す
場
を
設
け
、
町
民
に
も

案
内
す
る
。
関
係
部
署
・
団
体
と

も
協
議
し
検
討
を
進
め
る
。
町
ス

ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
貢
献
も
含
め
奨

励
金
を
お
渡
し
す
る
が
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
総
合
優
勝
を
受
け
増
額

を
調
整
中
。

　
次
の
五
輪
に
向
け
、
町
挙
げ
て

の
盛
り
上
が
り
と
名
誉
町
民
以
上

の
新
た
な
も
の
を
検
討
す
る
。

副
町
長

　
現
在
、
年
間
５
０
０
万
円
以
上

の
費
用
で
あ
り
、
今
後
は
、
国
の

補
助
金
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

活
用
を
検
討
す
る
。
犯
罪
情
報
等

は
防
災
無
線
等
を
活
用
し
、
警
察

と
も
連
絡
を
密
に
し
、
防
犯
体
制

を
整
え
て
い
く
。

　
冬
季
五
輪
で
銀
・
銅
メ
ダ
ル
獲

得
の
堀
島
行
真
選
手
は
藤
代
台
区

出
身
で
、
岐
阜
県
池
田
町
出
身
と

の
紹
介
が
何
回
も
報
道
さ
れ
た
。

大
活
躍
へ
の
敬
意
と
明
る
い
話
題

提
供
・
町
民
の
一
体
感
醸
成
へ
の

感
謝
の
表
明
に
、
町
の
積
極
的
な

対
応
を
。
ま
た
４
年
後
に
向
け
、

事
後
で
は
な
く
今
か
ら
の
取
組
等

も
要
望
す
る
。

町
　長

　
堀
島
選
手
の
功
績
は
町
民
の
誇

り
、
五
輪
３
大
会
連
続
出
場
だ
け

で
も
す
ば
ら
し
い
が
、
２
大
会
連

続
の
メ
ダ
ル
獲
得
は
驚
嘆
に
値
す

る
。

　
平
昌
五
輪
時
は
町
主
導
で
応

援
、
今
回
は
町
内
３
か
所
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
実
施
、

熱
気
と
声
援
は
大
き
く
報
道
さ
れ

た
。
有
志
の
会
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。

　
２
月
の
町
表
彰
審
査
会
で
、
２

　
一
村
総
持
の
土
地
が
公
共
工
事

の
対
象
に
な
っ
た
場
合
、
全
筆
が

池
田
町
に
名
義
変
更
さ
れ
る
。
対

象
以
外
の
残
地
も
町
所
有
と
な
る

が
、
そ
の
後
の
取
扱
い
は
？

	

副
町
長

　
公
共
工
事
等
で
全
筆
を
池
田
町

に
名
義
変
更
後
も
、
先
祖
代
々
の

自
治
会
固
有
地
は
、
各
自
治
体
で

利
用
・
管
理
し
て
い
た
だ
く
。
直

近
10
年
で
、
一
村
総
持
か
ら
池
田

町
へ
移
転
さ
れ
た
実
績
は
な
い
。

　
町
公
有
財
産
管
理
シ
ス
テ
ム
で

は
、
所
有
権
移
転
の
経
緯
が
不
明

で
あ
り
、
一
村
総
持
の
土
地
の
経

緯
や
背
景
が
後
世
に
伝
わ
ら
な

い
。
関
係
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
反

映
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

　
払
下
げ
等
の
場
合
、
閉
鎖
登
記

の
閲
覧
等
で
過
去
ま
で
調
べ
た
上

で
処
分
を
考
え
て
い
く
。
勝
手
に

処
分
す
る
こ
と
は
な
く
、
金
額
等

も
含
め
て
自
治
会
と
協
議
の
う
え

適
切
に
対
応
す
る
。

犯
罪
抑
止
の
た
め

防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
を

堀
島
選
手
へ
の

エ
ー
ル
と
敬
意
の
表
明
を

堀島選手応援の池田町の取組
会場費用等 町表彰 奨励金

平昌五輪 ※①
1,017,804 円

池田町スポーツ
特別功労賞 100万円

北京五輪 − 池田町名誉町民 　　　※②
30万円

ミラノ五輪 ※③
369,380 円 未定 未定

※①　会場設営・放映権等（74万460円），応援グッズ等（27万7,344円）
※②　他に町設置寄附金箱　24万4,851円
※③　懸垂幕,横断幕,応援ブース等

YouTube 録画配信はこちら▶︎

一村総持の土地の取扱い

防犯カメラ設置台数
公共施設内 31台

通学路中心 55台

合　計 86台
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名　　　　称 定数 氏　　　　名 就任年月日

議　　長 1 　重綱秀次 令和 8.4.1 
（２年任期） 

副 議 長 1 　臼井幹夫 〃
監査委員 1 　野網義一 〃

総務建設産業委員会 10
◎河野直人　　○森　政郎　　　野網義一　　　岩谷真海
　臼井幹夫　　　重綱秀次　　　大西照彦　　　内藤孝義
　林　孝英　　　八田隆士

〃

民生文教委員会 10
◎内藤孝義　　○大西照彦　　　野網義一　　　岩谷真海　
　臼井幹夫　　　森　政郎　　　重綱秀次　　　河野直人　
　林　孝英　　　八田隆士

〃

議会運営委員会 5 ◎岩谷真海　　○野網義一　　　大西照彦　　　内藤孝義　
　河野直人 〃

公共施設設備
検討特別委員会 10

◎岩谷真海　　○八田隆士　　　野網義一　　　臼井幹夫　
　森　政郎　　　重綱秀次　　　大西照彦　　　内藤孝義　
　河野直人　　　林　孝英

〃

議会改革特別委員会 10
◎森　政郎　　○林　孝英　　　野網義一　　　岩谷真海　
　臼井幹夫　　　重綱秀次　　　大西照彦　　　内藤孝義　
　河野直人　　　八田隆士

〃

議会広報編集委員会 4 ◎大西照彦　　○臼井幹夫　　　林　孝英　　　八田隆士 〃

池田町計画審議会委員 5 　岩谷真海　　　臼井幹夫　　　重綱秀次　　　森　政郎
　河野直人 〃

消防委員会委員 6 ◎八田隆士　　　森　政郎　　　大西照彦　　　内藤孝義　
　河野直人　　　林　孝英 〃

国保運営協議会委員 6 ◎林　孝英　　○重綱秀次　　　野網義一　　　大西照彦　
　内藤孝義　　　八田隆士 〃

池田町農業振興地域
整備計画協議会委員 5 　岩谷真海　　　臼井幹夫　　　重綱秀次　　　河野直人　

　林　孝英 〃

養基小学校養基保育所組
合議会議員 2 　内藤孝義　　　大西照彦 〃

揖斐広域連合議会議員 4 　岩谷真海　　　臼井幹夫　　　重綱秀次　　　河野直人 〃
西美濃さくら苑介護老人
保健施設事務組合議会議員 2 　重綱秀次　　　内藤孝義 〃

道の駅池田温泉出店
テナント審査会委員 6 ◎野網義一　　○岩谷真海　　　臼井幹夫　　　森　政郎　

　林　孝英　　　八田隆士 〃

注…2年任期（令和 8年 4月 1日〜令和 10年 3月 31日まで）

池田町議会常任委員会等名簿　◎委員長　○副委員長

　第１回定例会におきまして、議長に就任させていただきま
した、第50代議長の重綱秀次でございます。
　今まで以上に重責を意識し、議会運営に努めてまいります。
　安全で住みやすい町づくりを進めていくとともに、活力と
魅力のある池田町にしていきたいと思います。町民の皆様の
ご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げ、就任の挨拶とさ
せていただきます。

議長就任の挨拶議長就任の挨拶
重綱秀次 議長

臼井幹夫 副議長

野網義一 監査委員




